
令和 ８年 ７月１０日 

県土整備部河川下水道局砂防課 

 

   入札公告等に係る質問に対する回答 

 

 

業務年度・業務番号  令和7年度 砂防 第860号-4 

           令和7年度 砂防 第860-30号 

業務名        紀の川流域外土砂・洪水氾濫流域調査検討業務 

業務場所       和歌山市 直川 外地内 

 

番号 質問 回答 

1 

検討項目に「費用便益効果算出」とありますが、土

砂洪水氾濫対策として、計算モデルの作成、一次元

河床変動計算の実施、二次元氾濫計算の実施は検討

項目に含まれていますでしょうか。 

 

含まれていません。 

2 

入札告示・入札に参加する者の必要な資格に関する

事項、同種業務とは、砂防基本計画策定業務とする 

とありますが、水系または流域単位を対象として、

土砂・流木対策の基本方針となる「施設配置計画」

や「整備優先度」の策定、あるいは「砂防全体計画」

の作成・検討を行った業務実績は、砂防基本計画策

定業務とみなされますでしょうか。 

砂防基本計画とは、「国土交通省 河川砂防技術基準 

計画編（基本計画編）」第3章第2節によるものを指

します。 

 

以下余白 


